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　６月10日、御岳小学校の全校児童が地域の方と一緒
に田植えを行いました。
　児童は泥んこになりながらも笑顔いっぱいでした。

（詳細はp12～13）
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〒861-3515　上益城郡山都町城平954番地
tel：0967-72-0024　fax：0967-73-1030

くまもと『親の学び』プログラム　
　５月 23 日（月）に、熊本県教育庁教育総務局社会教育課の土井淳様、小園貴寛様に講師をし
ていただき、“３年後の進路選択”や“自立”をテーマに 50 分の講座が行われました。
　先生方のお話を聞き、多くの生徒が、将来や自立について前向きの気持ちを持つことができて
いました。また、生徒同士のグループワークを随所に盛り込んであり、生徒間のコミュニケーショ
ンが深まりました。

西脇高校から山都町へ防災風呂敷　
　５月初旬、山都町と同じく、「全国へそのまち協議会」
に加盟している兵庫県西脇市の西脇高校から、同校家庭ク
ラブ員 80 人が製作した「防災風呂敷」が届けられました。
山都町全体では 200 枚、本校にはそのうち約 50 枚が寄贈
されました。「防災風呂敷」は約１ｍ四方の大きな布で、
西脇市特産の播州織（ばんしゅうおり）が使用されていて、
汚れが付きにくい撥水加工も施されているため、避難所で
の目隠しの他、テーブルクロス等に使ってもらえたら、と
のこと。さらに、西脇高校家庭クラブの生徒たちから、「一
日も早く元気になってほしい」と、風呂敷一つひとつに温
かい励ましのメッセージが添えられていました。このメッ
セージは本校２階中央ホールにすべて展示してあります。
 また、５月 14 日に開催した体育大会で、湯茶接待のテー
ブルクロスとしてこの風呂敷を使用しました。チェックや
ストライプ柄などの色とりどりの風呂敷は、ご来場いただ
いた多くの観客の目に触れ、体育大会に華を添えるととも
に、遠く離れた地との絆を感じさせてくれました。

体育大会を終えて　生徒会副会長　石原君（普通科３年）
　今年の体育大会は、熊本地震で延期になり５月１４日に行わ
れました。私は、本当に間に合うのかなと思いましたが、みん
なの頑張りで体育大会に間に合いよかったです。体育大会が終
わったあと、保護者の方から「今日はよかった。楽しかった。」
と声をかけていただいたとき、私はとてもうれしかったです。
　私は、今年が最後の体育大会でしたが、今年できなかった種
目を来年は、みんなで協力して、もっといい体育大会にしてほ
しいです。

町長室から　工藤  秀一
　

熊
本
地
震
か
ら
二
ヶ
月
が
過
ぎ
、
よ

う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
と
思
っ
た
矢

先
、
今
度
は
、
集
中
豪
雨
が
本
町
を
襲

い
ま
し
た
。

　

日
本
の
歴
史
は
、
復
興
の
歴
史
と
言

わ
れ
、
繰
り
返
す
地
震
・
風
水
害
に
も

物
事
を
投
げ
出
さ
ず
、
過
去
よ
り
も
す

ば
ら
し
い
生
活
空
間
を
築
き
上
げ
て
き

ま
し
た
。・
・
・
し
か
し
、
立
て
続
け
の

大
災
害
は
、
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
試
練

で
す
。

　

6
月
20
日
深
夜
か
ら
21
日
未
明
に
か

け
て
の
豪
雨
は
、
時
間
雨
量
１
２
６
㎜

を
記
録
し
て
い
ま
す
。
緑
川
本
流
に
架

か
る
あ
の
津
留
橋
の
欄
干
を
濁
流
が
越

え
、
左
岸
の
道
路
を
え
ぐ
り
取
り
ま
し

た
。
い
ま
だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
昭
和
63
年
5
月
3
日
の
大
水
害
を
河

川
流
量
と
し
て
は
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
南
西
部
の
被
害
が
特
に
大
き
く
、

中
で
も
県
道
横
野
矢
部
線
、
県
道
清
和

砥
用
線
沿
い
の
集
落
、
緑
川
地
区
の
被

害
は
、
甚
大
で
す
。
被
災
地
で
は
山
崩

れ
や
路
肩
の
崩
落
の
た
め
、
道
路
は
寸

断
さ
れ
、
多
く
の
集
落
が
孤
立
し
、
床

上
浸
水
、
電
柱
が
倒
れ
る
こ
と
に
よ
る

停
電
、
水
道
施
設
へ
の
被
害
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
調
査
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
農
地
等
の
災
害
は
、
3
，
０
０
０

件
、
町
道
・
河
川
等
の
公
共
土
木
施
設

災
害
５
０
０
件
、
被
害
額
と
し
て
も

１
０
０
億
円
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
害
に
関
し
て
、
最
も
危
惧
し

て
い
る
の
が
、
被
災
農
家
の
復
旧
意
欲

で
す
。
下
矢
部
西
部
地
区
で
は
、「
二
十

数
枚
の
田
ん
ぼ
を
所
有
す
る
中
で
、
被

災
し
な
か
っ
た
田
ん
ぼ
は
、
二
枚
だ
け

だ
っ
た
」
と
力
を
落
と
さ
れ
る
農
家
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
災
害
は
、
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
農
家
に
と
っ
て
今

年
は
、
生
産
で
き
な
い
損
失
に
加
え
、

復
旧
工
事
に
係
る
負
担
金
を
積
み
上
げ

れ
ば
高
額
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
復
旧

を
あ
き
ら
め
、
こ
れ
を
機
に
離
農
す
る

農
家
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
し

て
い
ま
す
。

　

各
地
の
被
災
状
況
を
見
ま
す
と
、
震

災
に
よ
る
地
割
れ
や
の
り
面
が
緩
ん
で

い
る
部
分
に
大
量
の
雨
水
が
浸
入
し
、

崩
壊
し
た
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
私
は
震
災
関
連
の
災
害
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
今
回
の

水
害
を
震
災
対
応
と
同
じ
よ
う
に
被
災

者
に
極
力
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

国
・
県
に
申
し
入
れ
を
す
る
と
共
に
、

町
と
し
て
も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

を
支
え
て
い
く
た
め
、
し
っ
か
り
と
し

た
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
水
害
で
は
、
大
雨
が
降
り
続

く
中
、
消
防
団
員
や
警
察
・
消
防
署
の

職
員
の
方
々
、
地
域
の
代
表
の
方
々
に

よ
る
住
民
の
安
否
確
認
と
共
に
被
害
の

状
況
調
査
を
い
ち
早
く
行
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
、
行
政
の
力
に
頼

ら
ず
、
住
民
の
方
々
が
協
力
し
な
が
ら
、

県
道
・
町
道
を
問
わ
ず
崩
土
を
取
り
除

か
れ
た
地
域
が
多
く
あ
り
、
水
道
施
設

の
復
旧
作
業
を
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
ま

し
た
。住
民
の
皆
さ
ん
の
連
携
、協
力
に
、

あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
で
は
、
昭
和
63

年
の
大
水
害
を
見
事
に
乗
り
越
え
ら
れ

た
経
験
者
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
貴
重
な
経
験
を
も
と
に
、
仮
応
急

工
事
を
含
め
速
や
か
に
、
そ
し
て
よ
り

堅
固
に
復
旧
を
進
め
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
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通
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〜 

結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す 
〜

　

こ
ん
に
ち
は
、
結
婚
相
談
員
の
山
下
で

す
。
結
婚
し
て
7
年
。
38
歳
で
結
婚
し
た

の
で
45
歳
に
な
り
ま
す
。
時
の
経
つ
の
は

早
く
、「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
50
歳
に
な
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
は
毎
月
楽

し
い
出
会
い
の
催
し
が
開
か
れ
、
毎
年
何

組
か
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
時
は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
つ
の
〝
出
会
い

の
場
〞
で
す
の
で
、
友
達
を
作
る
感
じ
で
気
軽
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

〜 

28
年
度
交
流
会
が
始
動
し
ま
し
た
♪ 

〜

　

4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
、
毎
日
の
生
活

が
一
変
さ
れ
た
方
々
を
思
う
日
々
で
し
た
。

　

ど
う
す
べ
き
か
悩
み
ま
し
た
が
、
立
ち
止

ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
前
を
向
い
て
行
こ
う
！

頑
張
ろ
う
熊
本
！
頑
張
ろ
う
山
都
町
！
を
胸

に
、
6
月
5
日
に
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
！

6
月
は
清
和
の
さ
く
ら
ん
ぼ
園
で
さ
く
ら
ん
ぼ

が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
赤
く
実
っ
た
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

地
震
の
恐
怖
が
ひ
と
時
で
も
和
ら
げ
ば
と
、
実

施
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
収

穫
し
た
顔
は
、
終
始
笑
顔
で
し
た
。
お
昼
は
、

青
葉
の
瀬
に
場
所
を
移
動
し
、
み
ん
な
で
Ｂ
Ｂ

Ｑ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
心
安
ら
げ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
出
会
い
に
期
待
が
た
か
ま
る
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

山下 哲矢  相談員（御所）
TEL：76-0530
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山都町の名木【第 12回】

米生のケヤキ
〔樹　種〕ニレ科ケヤキ属
〔指定等〕なし

　田町天満宮のケヤキ、野尻の大欅に引き続
き、今回は清和地区米生のケヤキをご紹介し
ます。
　米生のケヤキは、大矢川と山ノ後川の合流
点そば、天神橋が架かる川岸の斜面に根を張
り、水面の上方に幹を伸ばしています。過去
に主要な枝が伐採されていますが、水辺に自
生していることから清涼な川水をもととする良質の酸素が得やすい環境にあり、樹勢はまずまず良好と思われ
ます。樹齢は約200～ 250年と思われ、鳥や流水など、何らかの形で持ち込まれたタブの実がケヤキの真横
で成長し、さらに藤が繁茂するという経過をたどっており、あたかも一つの樹木のようなかたちを成しています。
　これらが位置する場所は、地元では「ケヤキ渕」と呼ばれ、子供たちが川遊びや水泳を行っていたとのことで、
たもとにあるこのケヤキや藤にぶらさがったりしていたそうです。このケヤキは、人の営みの中に垣間見える
豊かな自然を象徴する名木と言えるでしょう。

〔参考文献〕　1996 平井 信二『木の大百科－解説編－』朝倉書店
　　　　　　2010 九州ハイランド活性化協議会『山都町巨樹調査票』

山都町食改さん（食生活改善推進員）おすすめ夏野菜を使ったレシピ

1皿で野菜100g摂れます
生活習慣病予防のための野菜の摂取目標量は1日350ｇ。
熊本県民の平均摂取量は男性266g、女性255gで、
100g不足しています。（H23県民健康・栄養調査結果から）
あと一皿（100ｇ）野菜を食べましょう！

■材料・分量（１人分）
　納豆　　　10ｇ　　にら　　　10ｇ
　もやし　　20ｇ　　おくら　　20ｇ
　人参　　　10ｇ　　きゅうり　10ｇ
　キャベツ　20ｇ　　マヨネーズ８ｇ
　しょうゆ（納豆のタレ）　　　　３ｇ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エネルギー 62Kcal　塩分 0.3g■作り方
　①きゅうりは半月に切り、塩もみしておく。
　　もやし、人参、キャベツは２cm位の食べやすい大きさにそろえて切り茹でておく。
　②おくらは茹でて小さく切る。にらも小さく切る。
　③納豆にしょうゆか納豆のタレとマヨネーズを混ぜ合わせ、すべての野菜と和える。

夏野菜のネバネバ和え

町営プールを開放します！！
みなさまのご利用お待ちしております♪

5 4広報やまと 2016. 7 月号 広報やまと 2016. 7 月号

【開放期間】　７月23日（土）～８月28日（日）※毎週水曜定休日・８月14日、15日休館
【時 間 帯】　大　人　午前10時 00分～午後７時00分（午後０時～午後１時まで閉館）
　　　　　　中学生以下　午前10時 00分～午後５時00分（午後０時～午後１時まで閉館）
【場　　所】　山都町営中央体育館横（山都町城原18）

施設へは山都町高齢者生産活動センター側からお越しください。震災の影響により道の駅
側（二の丸橋）からは入れません。

７月　　　　　　　　　　　　　　　　８月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
17 18 19 20 21 22 23 1 2 3 4 5 6
24 25 26 27 28 29 30 7 8 9 10 11 12 13
色のついた日が開放日です。
※天候不良等により臨時閉館
　する場合もあります。

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

区分 対象 使用料 備考

一般利用
中学生以下 ５０円

１回の使用は３時間
以内とする一般（高校生以上） １６０円

付添者 ６０円

～施設利用に関する注意事項～　必ずご確認ください。
○感染症疾患のある方・場内の秩序を乱し風紀を害する恐れのある方・酒気を帯びた方の入場
はご遠慮いただきますようご協力をお願いいたします。
○泳げない方は責任者の付き添いが付き添いが必要です。
○小学校３年生以下の利用者については、付添者が必ず必要です。またいかなる場合において
も大プールの利用はできません。
○利用者は必ず監視員の指示に従って下さい。指示に従わない場合は、退館していただきます。
○開設者の判断（天候不順等）により定休日以外の閉館もあります。

 ルールを守って楽しくスイミング！！

町営プール掃除（浜Ａ地区世代間交流事業）
　６月26日（日）に浜町Ａ支館の皆さまと一緒に町営プール
の掃除を行いました。当日は天候にも恵まれ、強い日差しの
中の作業でしたが、たくさんの方にご協力戴き今月の開放に
向けた準備を行いました。浜町Ａ支館の皆さま大変お世話に
なりました。



車両単独
事故はい

ずれも

「路外逸
脱・転落

」！！車両単独
事故はい

ずれも

「路外逸
脱・転落

」！！

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況
人身交通事故の３件中１件は死亡事故

事件・事故
刑法犯

人身交通事故

２件　（１件）

３件　（２件）

平成２８年５月中

　６月９日（木）、山都警察署３階会議室において、本
年度第１回山都警察署協議会を開催しました。協議会
委員は、昨年度に引き続き、深瀬俊一会長、岸本竜彦
委員、石井陽子委員、竹本有紀委員、田上徳義委員の
５名で、警察署側は今春の人事異動により、赴任した
井本秀幸山都警察署長以下10名の署員が参加しました。
　会議では、
　○　平成 28年熊本地震に伴う災害警備
　○　「『安全・安心くまもと』実現計画 2016」　　　
　　　の推進状況
の２点について署長及び担当者から説明を受けました。
　特に地震に関しては、山都町内の被災状況をはじめ、
山都警察署が実施した措置や取組について詳しい説明
を受けるとともに、委員からは、道路環境の改善に関
する意見や派遣部隊の活動状況についての質問が挙げ
られるなど、活発な協議会となりました。

県
内
の…

交通事故多発警報！！
５月中に発生した車両単独の死亡事故
○カーブを曲がりきれず、ガードレールを突き破り水田に転落
○港湾施設の車止めを乗り越えて海中に転落
○山間部の道路で河川に転落

道路の状況は常に変化することを意識し、カーブや勾配、幅員
や路肩の状況等に応じた速度と方法（ハンドル・ブレーキ操作）
で運転することを心がけて下さい。

梅雨に入り、雨天の日が続きます。
車は急に止まれません！速度は控えめ、車間距離
を充分に取りましょう！夜間は特に視認性が悪く
なるので注意！

　熊本地震以降、国道218
号、445号は迂回路として
の需要が高まり、震災前に
比べ交通量が増加しており
ます。
　また、被災による疲れな
どから漫然運転を引き起こ
し、事故多発の原因となっ
ています。車の運転手は勿
論のこと、歩行者の方も周
囲の状況に注意を払って、
事故を起こさないよう、事
故に遭わないように気をつ
けて下さい。
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わくわくドキドキの、公設「山都塾」が始まります…！
山都塾とは？　──────────────────────────────────
平成 28 年 7 月からスタートする、山都町の地域の人や自然・歴史文化・産業・伝統や技などに学び、

受講生の夢の実現や町の未来創造を目指す公設塾です。
「ふるさと学」と「未来学」があり、町内の人たちや町外からのゲストが先生になります。

未来学には、英語を使ったコミュニケーションの講座も含まれています。
フィールドは、なんと山都町まるごと…！

座学やフィールドワーク（野外活動）で、五感をフル稼働させながら、ご一緒に学んでみませんか。

主な対象　────────────────────────────────────
　町内の高校生、中学生、小学生（5・6年生）、および保護者、希望する町内のみなさん

日時および内容　─────────────────────────────────
　7月16日（土）
　公設「山都塾」開塾式　　　　　　　　　　　　　午前10時30分～
　　記念講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前11時10分～
　　　「スーパーコンピュータが拓く未来」　　　　門岡良昌（かどおかよしまさ）氏
　　第１回山都塾特別講座　　　　　　　　　　　　午後1時～
　　　「山都の生き物、探・検・隊！」　　　　　　鬼倉徳雄さん、藤吉勇治さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村山博一さん、西慶喜さん

申込・問い合わせ先　───────────────────────────────
　学校教育課（TEL：７２－０４４３　FAX：７２－１０８１）
　※詳しい内容についてはホームページにも掲載しています。
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お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
火曜日～金曜日：午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日：午前10時～午後5時まで
休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

★平成２８年８月の
   移動図書館車わくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
8月3日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～）　馬見原保育園（午後1時30分～）　菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
8月4日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　
　　　　　     蘇陽支所（午後0時30分～）　蘇陽中学校（午後1時～）　そよ風の里ほたる（午後2時～）　
　　　　　    蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
8月5日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　
　　　　　     花上多目的集会所（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　興梠商店・上差尾（午後1時55分～）　
　　　　　　  菅尾コミュニティセンター（午後2時30分～）   まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
8月9日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
8月10日（水） 山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
8月17日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
8月18日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）
8月19日（金）  風ノ木（午前10時～） 　　 浜美荘（午前10時35分～）　    千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　　   彩雲苑・すみれ（午後2時～）

　第１回山都町読書感想文コンクールの表彰式が６月４日
町立図書館でありました。
　「子ども読書の日（４月２３日）」にあわせ、町内の小中学
生を対象に読書感想文を募集、８１点の応募があり、２２人
が受賞しました。
　表彰式では、藤吉教育長より出席した１６人に賞状を贈
呈し、それぞれの受賞者に賞状が手渡されると会場の保
護者や主催者から大きな拍手が送られました。
　受賞者は次の皆さん。

　「一般財団法人九州電気保安協会」様より、電気に関する
本を3冊寄贈頂きました。電気の仕組みや実験方法など、子
どもから大人まで楽しめる内容です。ぜひご覧ください。
　また、「メガネのきよた」様より、熊本地震によるお見舞いと
して、手元を見やすくする眼鏡を頂いております。この場をお
借りして御礼申し上げます。ありがとうございました。

第１回山都町読書感想文コンクール表彰
日時：8月23日（火）
時間：午前9時30分～午後3時半　
場所：各図書館（三か所）
対象：小学校5年生以上
※未成年者参加の場合は保護者の同意を頂きます。

申し込み：8月9日（火）～8月14日（日)
　　　　　午前10時～閉館まで
体験を希望される方は、直接図書館に電話でお申し込みください。（各館2名）
※未経験者優先
内容：本の貸出返却、フイルム貼り、ポップ作りなどの図書館でのお仕事を
体験する企画です。

小学低学年の部 
金賞 御岳小３年　くどう　そうま
金賞 御岳小３年　はし本　こうた
銀賞 御岳小３年　いわべ　じゅり
佳作 御岳小３年　ふじわらゆうと
佳作 御岳小３年　本　田　み　ゆ
佳作 御岳小３年　わたなべ　りお

小学高学年の部
金賞 御岳小６年　村上　直弥
銀賞 矢部小５年　大塚　　葵
銀賞 御岳小６年　山下　未来
佳作 矢部小５年　鈴木こうた
佳作 御岳小６年　本田　温大
佳作 御岳小６年　吉見　華佳

中学生の部
金賞 蘇陽中３年　岡本明寿香
金賞 蘇陽中３年　鍋島　優奈
銀賞 蘇陽中２年　坂本　晃彬
銀賞 清和中２年　梅田幸太郎
銀賞 蘇陽中３年　上野　遥菜
佳作 蘇陽中２年　工藤　弥華
佳作 清和中２年　藤川　彩音
佳作 清和中２年　橋口紗也加
佳作 蘇陽中３年　工藤　瑞月
佳作 清和中３年　藤原　未来

寄贈を受けました
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まちの話題
　6月1日に山都町役場本庁で、鴨猪川水力発電所建
設に関する協定書の調印式が行われました。
　鴨猪川水力発電所は、菅地区を流れる緑川水系の
鴨猪川から取水するかんがい用水路を使って発電す
るもので、最大出力1,990ｋＷ、年間発電電力量は約
9,600ＭＷｈを見込み、これは一般家庭約2,600世帯が
1年間に使用される電気量に相当します。
　協定書は、工藤町長立会いのもと、鴨猪水力発電所
建設協議会、矢部土地改良区及び事業者の九電みら
いエナジー株式会社にて締結されました。
　調印後、工藤町長は「まちづくり、地域づくりの代表
格として頑張っておられる菅地域に、鴨猪川という地域
の水資源を活用した水力発電所が建設されることは
非常にありがたいことであり、地域振興にさらに拍車が
係ると期待しています。」とあいさつを述べました。

　6月5日、第46回「二輪車安全運転熊本県大会」が熊
本県運転免許センターで開催されました。
　山都町からは矢部高校二輪車競技部と社会人の合同
チームで出場し、一本橋やパイロンスラローム、法規走
行など全12種目を走り、高校生等クラス及び女性クラス
で見事優勝することができました。
　各クラス優勝者は8月6日（土）・8月7日（日）に三重県
の鈴鹿サーキット交通教育センターにおいて開催される
「第49回二輪車安全運転全国大会」に出場します。

　高校生等クラス 一位…髙本湧斗君 （矢部高3年）
 二位…本田隼也君 （矢部高3年）
 三位…坂田龍治君 （矢部高3年）
　女性クラス 一位…山田朋代さん （矢部高OG）
　

　6月10日、御岳小学校で世代間交流実行委員会の
主催で田植えが行われました。これは、世代間交流
事業の一環として保護者、老人会、公民館支館長な
ど地域一体で毎年行われています。
　全校児童30名が参加し、尻餅をついて泥んこにな
りながらも終始笑顔で田植えをしました。田植え中は
地域の方だけではなく上級生が下級生に田植えを教
える姿も見られました。田植え後には、児童からは、
「去年より上手に植えられてとっても楽しかったの
で、また来年もしたい。」、「来年からは家の田植えも
手伝いたい。」などの感想が出ました。　

矢部高校二輪車競技部全国大会へまた来年も田植えしたい
　6月16日、山都町役場本庁舎多目的ホールで熊本
地震慰問コンサートが行われました。バイオリンの演
奏は、ＮＨＫ交響楽団の篠崎史紀さん。ふれあいコ
ンサートやスクールコンサート等で山都町との長年の
縁があります。コンサートでは、曲の説明を踏まえな
がら心温まる全4曲を演奏しました。
　30分ほどのコンサートでしたが訪れたみなさんは、
目を閉じ、耳をすまし、穏やかなひとときを堪能しま
した。
　篠崎史紀さんは「熊本地震でみなさんは精神的につ
らい思いをされたと思います。音楽を通じて少しでも癒
しになり、元気になってくれたらいい」と話しました。

音楽を通じて心に癒しを

　6月18日、矢部小学校の体育館で山都町交通安全
協会主催の子ども自転車大会が行われました。この
大会は、交通事故防止を目的として、正しい交通規則
を身につけるために、学科テスト・技能走行テストを
実施して、日常生活において交通事故を防止するた
めに毎年行われています。
　本年度は矢部小学校の5・6年生7名が出場しまし
た。技能走行テストでは「遅乗り走行」、「Ｓ字走
行」、「ジグザグ走行」などが行われ、上位3名が7月9
日に免許センターで行われる熊本県大会に山都町の
代表として出場します。

子ども自転車大会 　6月14日、矢部小学校で防災風呂敷の贈呈式が行わ
れました。これは、全国へそのまち協議会で親交がある
兵庫県西脇市からいただいたもので、西脇高校の生徒
のみなさんが、今回の熊本地震により被災した地域を応
援したいとの思いから、西脇市の伝統産業である播州
織生地を使って作成されたものです。贈呈式で風呂敷
の多様な使い方を習った児童たちは、一枚一枚手に取
り、頭巾にして被ってみたり、バックを作ってみたりと興
味津 な々様子を見せていました。
※矢部小学校は平成28年から29年まで、熊本県教育委
員会から学校体育・健康教育関係研修推進校「防災部
門」に指定されています。

防災風呂敷贈呈式

鴨猪川水力発電事業の調印式

　6月15日、矢部高校で3年生を対象に、山都町選挙
管理委員会による選挙の出前授業が行われました。こ
れは、7月10日に行われた参議院議員通常選挙から、
選挙権年齢が18歳に引き下げられ、18歳になった高
校生も投票できるようになったことに伴い、現役高校
生への啓発活動の一環として実施されました。
　授業では、委員会の職員が講師となり、身近な選挙
等を例として、自身の生活に大きく関係するからこそ若
者が投票する意義や大切さを話され、54名の生徒は、
みんな真剣な表情で聞き入っていました。
　高校生からは、自分たちがどのように選挙に参加で
きるかなど積極的な質問が多く飛び交い、選挙への
関心の高さが伺えました。

18 歳になったら選挙へ
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第 66回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更
正について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全・安心
な地域社会を築くための全国的な運動です。
　７月は強化月間であり、本町においては以下のとおり推進大会を実施します。
　住民の皆様のご参加をお待ちしております。

１　日時　　平成28年７月26日（火曜）　午前10時～
２　場所　　矢部保健福祉センター「千寿苑」多目的ホール
３　式典　　メッセージ披露等
４　講演　　演題　「“いのち”について」
　　　　　　講師　毎日新聞社 東京本社 専門編集委員 萩尾 信也 氏

　保護司は、罪を犯して保護観察を受けることになった人の生活を見守り、様々な相談にの
るほか、時に助言などを行う民間ボランティアです。犯罪を予防するための地域活動などに
も取り組んでいます。

（矢部地区　12名）

　甲斐 利幸、真野 円理、梅田 勇二、大城 敏男、渡邊 昭辰、甲斐 慶一、菊池 成明、
　鬼塚 弘子、志賀 美枝子、荒木 貢、中村 豊光、橋本 信一

（清和地区　３名）

　佐野 勝義、原住 寿秋、川口 泰介

（蘇陽地区　３名）

　後藤 冠、橋野 和仁、田中 要

※太字は、新任の保護司の方々です。

※「地域のチカラ」として、更生保護女性会があります。更生保護女性会は、女性の立場か
ら、地域における犯罪予防の活動や、子ども達の健全育成のための子育て支援活動などを
行うボランティア団体です。

本町の保護司（法務大臣からの委嘱）18名を紹介します。

■今回は特定疾患に係る医療費助成制度についてご紹介します。

指定難病に係る医療費助成制度

　「難病の患者に対する医療等に関する法律」（平成 26年法律第 50号）に基づき指定される指定難
病については、治療研究を推進することに加え、効果的な治療方法が確立されるまでの間、長期の療
養による医療費の経済的な負担が大きい患者を支援する制度です。医療費の自己負担割合が２割にな
り、指定難病の特性に配慮し、外来・入院の区別を設定しないで、世帯の所得に応じた医療費の自己
負担上限額（月額）が設定されます。

《 対 象 と な る 難 病 》

悪性関節リウマチ、筋萎縮性側索硬化症、クローン病、原発性免疫不全症候群、再生不良性貧血、
重症筋力無力症、重度急性膵炎、スモン、多発性硬化症、難治性の肝炎のうち劇症肝炎、パーキン
ソン病、ベーチェット病、筋ジストロフィー、拘束性心筋症、シャイ・ドレーガー症候群　など

計 306疾患

小児慢性特定疾患に係る医療費助成制度

　子どもの慢性疾患のうち、小児がんなどの特定の疾患については、治療期間が長く、医療費負担が
高額となります。小児慢性特定疾患治療研究事業は、児童の健全育成を目的として、疾患の治療法の
確立と普及、患者家族の医療費の負担軽減につながるよう、医療費の自己負担分を補助するものです。
　医療費の自己負担が２割になり、世帯の所得に応じた医療費の自己負担上減額（月額）が設定され
ます。

《 対 象 と な る 小 児 慢 性 特 定 疾 患 》

悪性新生物、血友病等血液疾患・免疫疾患、膠原病、神経・筋疾患、先天性代謝異常、慢性呼吸疾患、
糖尿病、内分泌疾患、慢性心疾患、慢性腎疾患、慢性消化器疾患　など　　　　　　  計 704 疾患

※医療保険上で３割負担になっている患者さんの負担割合が２割となります。
　１割負担の患者さんの負担割合は変わりません。

※申請及び問い合わせ先が保健所になります。

☆次回は重度心身障がい者医療費助成制度についてご紹介します。

～申請及び問い合わせ先～
　御船保健所
　　〒861-3206　熊本県上益城郡御船町大字辺田見400　TEL　096-282-0016
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保健センターだより
　先月号に引き続き、８０２０達成者（80歳で自分の歯を 20本保っている）のご紹介をします。
今回は、清和地区・蘇陽地区の 13名です。

加藤　禮子　（81歳）　鶴ヶ田

藤田　明　　（81歳）　馬見原

藤川　敏江　（81歳）　須原

後藤　明　　（91歳）　高畑

工藤　ユリ子　（86歳）　大見口

芹口　守　　（81歳）　川口

宇都宮　隆　（81歳）　塩出迫

工藤　キヌ子　（85歳）　大見口

山邊　イサ子　（81歳）　橘

倉岡　ヒロ子　（81歳）　小峰

藤本　ハツ子　（81歳）　長崎

桐原　正士　（81歳）　菅尾

工藤　トシ子　（82歳）　大見口

　８０２０達成者の中には、“歯が残せた理由”として「定期的に歯科医院に行く」と答えた方
が多かったです。特に、ご高齢になると、むせたり、のどにつかえたりすることが多くなり、
これが原因で肺炎を起こすことがあります。
　また、現代医学ではむし歯や歯周病を放っておくと、
糖尿病や腎臓病、脳卒中、心臓病など全身の病気に影響
すると言われています。
　全身の大きな病気につながらないためにも、日頃から
かかりつけ歯科医を持っておくことが大切です。

・だれが受けられる？

　75歳以上の方で後期高齢者医療保険被保険者
　（65歳以上の障害認定の方を含む）
　※対象となる方には“受診券”を送付しています。

・いつ・どこで受けられる？

　年に1回（平成28年6月13日～平成29年3月31年まで）
　町内の歯科医療機関をはじめ、山都町が契約している歯科医療機関で受けることができ
ます。

・費用はいくらかかる？

　個人負担金は400円です。歯科医療機関でお支払いください。

「歯と口の健診」についての問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　健康福祉課　（７２－１２２９）

後期高齢者の「歯と口の健診」が始まります !!
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熊本国税局・税務署からのお知らせ

平成28年熊本地震により被害を受けられた方へ平成28年熊本地震により被害を受けられた方へ
（所得税及び復興特別所得税関係）（所得税及び復興特別所得税関係）

　この度の地震では、被害を受けられた皆さま方に、心からお見舞い申し上げます。
　今回の災害により被害を受けられた次のような方には、税制上の措置（手続）等がありますの
で、ご確認ください。

災害により申告等が期限までにできない方災害により申告等が期限までにできない方
○　熊本県に納税地を有する方については、国税庁告示により、平成28年4月14日以降に到来す

る全ての申告・納付等の期限を延長しております。なお、申告・納付等の期限をいつまで延長
するかについては、今後、被災者の状況に十分配慮して検討してまいります。

○　熊本県以外の地域に納税地を有する方についても、申告等について、期限の延長を受けられ
る場合があります。

災害により納付が困難な方災害により納付が困難な方
○　国税の納付の猶予（納税の猶予）を受けられる場合があります。

災害により住宅や家財などに損害を受けた方災害により住宅や家財などに損害を受けた方
○　確定申告の前に「源泉所得税及び復興特別所得税の徴収猶予」や既に徴収された「源泉所得税
及び復興特別所得税の還付」を受けられる場合があります。

○　確定申告の前に「予定納税の減額」を受けられる場合があります。
○　申請等を行うことで「相続税・贈与税の免除又は軽減」を受けられる場合があります。
○　確定申告で①「所得税法」に定める雑損控除の方法、②「災害減免法」に定める税金の軽減免除
による方法のどちらか有利な方法を選ぶことで、所得税及び復興特別所得税の軽減を受けら
れる場合があります。申告の際には、災害に関連して支出した費用（原状回復費等）や、保険金
などで補てんされた金額がわかるものなどが計算上必要になりますので、申告時期まで保管
をお願いします。

り災証明書の添付又は提示についてり災証明書の添付又は提示について
○　「り災証明書」は、災害により家屋に被害を受けた場合、その被害を受けた方が市区町村に被
害の状況を申告した後、その市区町村がその状況を確認した上で発行されるものです。この
証明書には、例えば、り災原因や、全壊や半壊など家屋についての被害状況等が表示されてい
ることから、確定申告で「所得税及び復興特別所得税の全部又は一部の軽減」を受けられる場
合の被害割合を判定する際の目安となるものです。（一部損壊であっても、被害割合を判定す
る目安となります。）税務署では、申告書等を提出する際に「り災証明書」を添付していただく
か、又は提示していただくようお願いしております。

【お問い合わせ】
　詳しくは、熊本国税局のホームページ（www.nta.go.jp/kumamoto又は 熊本国税局  検索 ）
をご覧いただくか、最寄りの税務署にお尋ねください。
　熊本東税務署　電話番号　096-369-5566（自動音声でご案内します。）

自動車税・自動車取得税自動車税・自動車取得税
減免申請の出張受付窓口設置のご案内減免申請の出張受付窓口設置のご案内

１　自動車税の減免について
　熊本県は身体障害者手帳等をお持ちの方が所有し、障がいのある方のために使用する自動車
（障がいの程度、運転者、使用目的等の一定要件をみたす場合に限ります）を対象に、自動車税の減
免制度を設けています。
　この減免を受けるためには、納期限の翌日から起算して30日以内に必要書類を添えて県に申
請する必要がありますので、ご希望の方はお早目の申請や相談をお願いします。

２　自動車税減免申請の臨時受付窓口について
　県では、多くの自動車税の減免申請が予想される８～９月に、お住まいの地域にあります県の
地域振興局等で、月に１、２回程度、臨時に受付窓口を設置します。
　申請・相談を考えられている方は、この機会にご利用ください。

相談窓口設置場所 受付窓口の設置日時

上益城地域振興局
御船町辺田見３９６－１

８月１０日（水）　午前９時３０分～午後４時
８月２４日（水）　午後１時３０分～午後４時
９月　７日（水）　午前９時３０分～正午
９月２１日（水）　午後１時３０分～午後４時
※正午～午後１時の間は受付を休止します。

３　申請・ご相談について
　自動車税・自動車取得税の減免に関する詳細のお問い合わせは、お住まいの市町村を管轄する
以下の県広域本部、または県自動車税事務所にお問い合わせください。
　なお、熊本県ホームページ（http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_319.html）でも情報を紹
介しています。

お住まいの地域 申請・問い合わせ先

熊本市、宇土市、
宇城市、下益城郡、
上益城郡

熊本県県央広域本部課税第一課
〒860‒8570
熊本市中央区南千反畑町４‒33
（熊本県熊本総合庁舎内）

096‒352‒4111（代表）

　申請・ご相談の窓口対応は、土日祝日等を除く午前８時30分～午後５時15分と
なっています。
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ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た
は
各
公
共

職
業
安
定
所
で
取
得
で
き
ま
す
。

▼
試
験
日

９
月
１
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
販
売
実
務
科

（
０
９
６

－

３
７
８

－

０
１
２
１
）

職

業

訓

練

生

募

集

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
で
は
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
障
が
い
・
内
部

障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

難
病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

▼
定
員　

３
名

▼
内
容

税
理
士
事
務
所
の
入
力
業
務
を
通
じ
て
、

経
理
事
務
の
知
識
を
習
得
し
、
会
計
ソ
フ

ト
の
操
作
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

７
月
11
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈬
ま
で

▼
訓
練
期
間

10
月
４
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈫
ま
で

▼
訓
練
場
所

尾
場
瀬
経
理
事
務
所
（
熊
本
市
東
区
若
葉

３
丁
目
１
５

－

８
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

（
０
９
６

－

３
７
８

－

０
１
２
１
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
出
張
所

（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
０
７
７
）

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓

練

生

募

集

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
訓
練
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

平
成
29
年
４
月
か
ら
１
年
間

▼
訓
練
す
る
科

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版
科
、
建
築

設
計
科
、義
肢
福
祉
用
具
科
、Ｏ
Ａ
事
務
科
、

ア
パ
レ
ル
科
、
造
形
実
務
科

▼
募
集
期
間

Ａ
日
程　

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
５
日
㈪

Ｂ
日
程　

９
月
26
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈪

Ｃ
日
程　

11
月
７
日
㈪
〜
12
月
２
日
㈮

Ｄ
日
程　

12
月
19
日
㈪
〜
平
成
29
年
１
月

19
日
㈭

Ｅ
日
程　

平
成
29
年
２
月
６
日
㈪
〜
平
成

　
　
　
　

29
年
３
月
３
日
㈮

校
内
に
寮
も
完
備
し
て
ま
す
。
入
寮
は
任

意
で
す
。

※
介
護
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

授
業
料
、
入
校
料
は
、
無
料
で
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
０
９
６
６

－

４
４

－

２
２
０
６
）

又
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人

権

メ

ッ

セ

ー

ジ

「
あ
な
た
の
ひ
と
こ
と
」
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
人
権
を
身

近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
募
集
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

優
秀
作
品
は
今
後
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

▼
募
集
内
容

人
権
啓
発
に
関
す
る
こ
と
ば
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
50
字
以
内
）

▼
募
集
期
間

７
月
４
日
㈪
〜
９
月
15
日
㈭
必
着

▼
応
募
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
明
記
の
う
え
、
熊
本
県
人
権
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、ホ
ー

募

集

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２

－

８
５
７
０

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
１
８

－

１

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
９
９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
６

－

３
８
３

－

１
２
０
６
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

８
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　

８
月
12
日(

金)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

山
都
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

平
成
28
年
度
身
体
障
が
い
者（
児
）

巡
回
相
談
に
つ
い
て

　

身
体
障
が
い
者
（
児
）
を
対
象
に
、
次
の

市
町
村
で
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
熊
本
地
震
へ
の
対
応
の
た
め
山
都

町
で
の
実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
寄
り
の

巡
回
相
談
に
申
し
込
む
事
が
で
き
ま
す
。

▼
益
城
町

▽
日
時

８
月
17
日
㈬
午
後
２
時
よ
り
受
付
開
始

▽
会
場

※
調
整
中

▽
協
力
医
療
機
関

高
田
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
南
阿
蘇
村

▽
日
時

８
月
26
日
㈮
午
後
２
時
30
分
よ
り
受
付
開

始
▽
会
場

南
阿
蘇
村
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▽
協
力
医
療
機
関

熊
本
赤
十
字
病
院

※
い
ず
れ
も
午
後
３
時
よ
り
診
察
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
機
関

熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所

▼
相
談
内
容

補
装
具
に
関
す
る
相
談
及
び
判
定
（
肢
体

不
自
由
関
係
）、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
相
談
な
ど
。

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
各
実
施
日
の
10
日
前

ま
で
に
健
康
福
祉
課
も
し
く
は
各
支
所
健

康
福
祉
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

清
和
支
所
健
康
福
祉
係
（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
支
所
健
康
福
祉
係
（
83

－

１
１
１
１
）

法
律
教
室
お
よ
び
無
料
相
談
会
開
催

　

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺
言
の
法
律
教

室
お
よ
び
無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　
「
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
…
。」
ま
さ
か
の

と
き
に
備
え
る
た
め
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
参
加
費
は
無
料
で

す
。
相
談
会
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
日
時

８
月
６
日
㈯

午
後
１
時
〜
１
時
50
分
（
相
続
・
遺
言
法

律
教
室
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
（
無
料
相
談
会
）

▼
場
所

中
央
公
民
館
（
大
研
修
室
）

▼
法
律
教
室

相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
事
項

（
遺
言
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
、
相
続
人
・

相
続
財
産
の
特
定
に
関
す
る
こ
と
）

▼
相
談
会

司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る
事
項

（
売
買
・
贈
与
・
担
保
権
等
に
関
す
る
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル

等
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
司
法
書
士
会
宇
城
支
部

（
０
９
６

－

２
０
１

－

４
９
９
２
）

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

の

お

知

ら

せ

　

熊
本
県
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に
各
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
対
象

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、
寡
婦
の

方
▽
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
可
能
で
、
技
能
・

資
格
取
得
に
意
欲
の
あ
る
方

▽
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習
会
は
、

平
成
28
年
度
試
験
の
受
験
を
予
定
し
て
い

る
方

※
全
て
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

▼
歯
科
助
手
・
歯
科
医
療
事
務
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
講
座

▽
日
時

８
月
20
日
㈯
〜
11
月
19
日
㈯

計
13
回 
毎
週
土
曜
日
（
11
月
12
日
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
定
員　

20
名

▼
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習
会

▽
日
時

９
月
２
日
㈮
〜
９
月
22
日
㈭

計
４
回　

毎
週
金
曜
日
（
９
月
22
日
の
み

木
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
定
員　

20
名

い
ず
れ
も
場
所
は
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３

－

７
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

相
談
が
必
要
で
す
。

▼
費
用

受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料

は
自
己
負
担
）

▼
申
込
期
間

７
月
14
日
㈭
〜
７
月
29
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

平
成
28
年
度
民
間
緑
化
活
動
支
援
事
業

　

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
で
は
、
民

間
に
お
け
る
緑
化
活
動
及
び
景
観
形
成
支
援

の
た
め
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
各
種
団
体

を
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
公
共
用
地
の

緑
化
事
業
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
植
栽
活
動
事
業

地
域
の
住
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公

共
用
地
に
新
規
の
植
栽
と
管
理
を
行
う
場

合

相

談

窓

口

お

知

ら

せ

講

演
・

講

習
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②
寄
せ
植
え
設
置
活
動
事
業

公
共
施
設
や
各
種
公
的
施
設
の
屋
外
に
寄

せ
植
え
プ
ラ
ン
タ
ー
等
を
設
置
・
植
栽
し
、

管
理
を
行
う
場
合

▼
主
な
条
件

植
栽
す
る
用
地
・
施
設
管
理
者
の
了
承
を

得
て
、
他
の
助
成
事
業
と
重
複
し
な
い
こ

と
▼
募
集
期
間

９
月
30
日(

金)

ま
で

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援
事
業
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
公
園
や
公
民

館
等
へ
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
使
用
す
る

花
の
種
子
や
球
根
、
苗
を
年
に
２
回
交
付

し
、
そ
の
運
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

▽
秋
ま
き
・
秋
植
え

６
月
１
日
㈬
〜
７
月
15
日
㈮

▽
春
ま
き
・
春
植
え

11
月
21
日
㈪
〜
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮

【
沿
道
緑
化
モ
デ
ル
助
成
事
業
】

景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
区
内
の
国

道
等
に
沿
っ
た
民
有
地
に
お
け
る
店
舗
な

ど
の
緑
化
事
業
の
う
ち
、
特
に
奨
励
モ
デ

ル
と
な
る
事
業
を
選
定
し
て
助
成
を
行
い

ま
す
。

▼
募
集
期
間

９
月
30
日
㈮
ま
で

※
景
観
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
区

①
景
観
形
成
地
域

通
潤
橋
周
辺
と
矢
部
地
区
白
糸
台
地
全
域

②
特
定
施
設
届
出
地
区

国
道
２
１
８
号
の
う
ち
、
町
道
白
小
野
鶴

越
線
と
の
交
点
か
ら
県
道
河
内
矢
部
線
と

の
交
点
の
区
間
の
沿
道
で
路
端
か
ら
両
側

20
ｍ
以
内
の
区
域

支
援
条
件
の
詳
細
や
申
請
方
法
、
助
成
額

な
ど
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、山
都
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事
務
局
（
熊

本
県
庁
都
市
計
画
課
内
）

（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
５
２
４
）

企
画
政
策
課
（
72

－

１
２
１
４
）

熊
本
地
震
に
お
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
免
除
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
災
害
に
よ
る
放
送
受
信
料

の
免
除
に
つ
い
て
、「
日
本
放
送
協
会
放
送
受

信
料
免
除
基
準
」
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

熊
本
県
内
全
市
町
村
を
対
象
に
６
ヵ
月
間
の

放
送
受
信
料
の
免
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
免
除
範
囲

①
半
壊
・
半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上
の
程

度
の
被
害
を
受
け
た
建
物
の
放
送
受
信
契

約
②
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
避
難
の
勧
告
・

指
示
ま
た
は
退
去
命
令
を
継
続
し
て
１
ヵ

月
以
上
受
け
て
い
る
方
の
放
送
受
信
契
約

※
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
場
合
は
②
の
範

囲
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

▼
免
除
期
間

４
月
か
ら
９
月
ま
で

※
た
だ
し
、
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
10
月

１
日
時
点
で
引
き
続
き
避
難
の
勧
告
、
指

示
ま
た
は
退
去
命
令
を
受
け
て
い
る
場
合

は
そ
の
解
除
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
ま
で

▼
免
除
の
手
続
き

放
送
受
信
料
免
除
申
請
書
お
よ
び
罹
災
証

明
書
の
写
し
を
熊
本
放
送
局
へ
直
接
お
送

り
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
か
健
康
福
祉
課
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
０

－

８
６
０
２

熊
本
市
中
央
区
千
葉
城
町
２

－

７

熊
本
放
送
局
営
業
部

（
０
９
６

－

３
２
６

－

８
２
０
２
）

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
職
業
訓
練
を

行
う
高
等
技
術
専
門
校
「
販
売
実
務
科
」
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

８
月
３
日
㈬　

午
前
10
時
〜
12
時

▼
場
所

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
本
館
２
階
）

▼
対
象
者

中
学
生
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

申
込
書
を
７
月
29
日
㈮
ま
で
に
高
等
技
術

専
門
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
申

込
可
）申
込
書
は
高
等
技
術
専
門
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
販
売
実
務
科

（
０
９
６

－

３
７
８

－

０
１
２
１
）

国
土
地
理
院
に
よ
る
基
本
測
量
の
実
施

　

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
で
は
、
こ
の
度

の
熊
本
地
震
を
受
け
て
基
本
測
量
を
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
期
間

６
月
〜
平
成
29
年
３
月
10
日
㈮
ま
で

▼
対
象
地
域

山
都
町
全
域

▼
作
業
内
容

高
度
地
域
基
準
点
測
量
、
水
準
測
量

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
九
州
測
量
部
測

量
課

（
０
９
２

－

４
１
１

－

７
８
８
１
）

熊
本
地
震
に
伴
う
町
税
の
納
付
等
の

期

限

延

長

に

つ

い

て

　

山
都
町
で
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震

の
発
生
を
受
け
て
、
災
害
の
発
生
日
以
降
に

納
付
等
の
期
限
が
到
来
す
る
次
の
町
税
に
つ

い
て
、
期
限
を
延
長
す
る
措
置
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

期
限
を
い
つ
ま
で
延
長
す
る
か
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

▼
期
限
の
延
長
を
行
う
税
目

▽
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
・
特
別
徴
収
・
法
人
）

▽
固
定
資
産
税

▽
国
民
健
康
保
険
税

※
口
座
振
替
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日
付
に
て
通
常
ど

お
り
引
き
落
と
し
を
行
い
ま
す
が
、
地
震

の
被
害
に
よ
り
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、

担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
災
害
減
免
な
ど
が
適
用
さ
れ
な
い
限
り
税

額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
可
能
な
方
は

お
早
め
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課
（
72

－

１
１
２
８
）

大型ごみ収集のお知らせ

　家庭で不用になったり、使えなくなった農機具、タイヤ、バッテリー、ソファーベッド（スプリング入）な
ど、通常町が行う粗大ごみの収集に出すことが出来ないものの収集を行います。処理費用は個人負担とな
ります。
　なお、高齢者等の世帯や車がない世帯など、どうしても会場まで持っていくことが出来ない場合は、戸
別収集（出張料1,000円）を実施しますので、７月27日（水）までに以下の連絡先までご連絡ください。
　※　戸別収集の対象は、清和地区・蘇陽地区のみです。（各地区先着10名）
　※　会場に直接持ち込まれる場合は、連絡の必要はありません。
　※　薬品、液体類、事業所からの持ち込みはお断りします。

▼収集日
　８月６日（土）

▼場所（時間）
　清和地区畜産センター前（午前９時～午前11時）、蘇陽支所駐車場（午後１時～午後３時）
　※矢部地区は３月に実施予定

▼処理単価表（参考）
品　名 単位 単価（税込） 品　名 単価（税込）

トラクター・耕運機
トレーラーボディ
コンバイン・バインダー
田植機・脱穀機
バイク（50cc原付）

台
※機械の状況
により有料に
なる場合もあ
ります。

タイヤ（普通車） 500円/本
タイヤ（大型車） 1,000円/本
廃プラスチック 40円/kg
木くず 20円/kg
トイレ便器 500円/個

給油ボイラー 基 ソファーベッド（スプリング入り） 3,000円/床
バッテリー 個 太陽熱温水器 3,000円/基
空ドラム缶（200ℓ）
ビニールハウスパイプ 本 瓦くず 16円/kg

▼家電４品目
　家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）については事前にメーカーを
確認し、８月５日（金）までに郵便局でリサイクル券を購入し、領収書等を切り離さずに持参してくだ
さい。（リサイクル券を購入されていない場合は受取ができません）

家電４品目 運送料(当日支払） リサイクル料 合　計
エアコン 500円/台 約2,625円/台 約3,125円/台
テレビ 500円/台 約2,835円/台 約3,335円/台
冷蔵庫・冷凍庫 500円/台 約4,830円/台 約5,330円/台
洗濯機・衣類乾燥機 500円/台 約2,520円/台 約3,020円/台

※　リサイクル料金はメーカーによって一部異なることがあります。
※　家電４品目は処理の関係で運送料（500円）が別途掛かります。

▼連絡先
清和支所地域振興係（82－ 2111）、蘇陽支所地域振興係（83－ 1111）
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すくすく育て

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

１歳

ぼく、わたし、虫歯なかったよ！平成28年5月12日（千寿苑）
～４歳児歯科検診～

◎４月生まれ

◎５月生まれ
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交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

山下幸雄コレクション『記念切手展』

期　間：平成28年７月２日（土）
　　　　　～７月31日（日）まで
　山都町にもゆかりのある熊本市帯山の故
山下幸雄さんが蒐集された記念切手を週替
わりで展示します。

編 集 後 記
　梅雨に伴う豪雨により被災された皆さまにお

かれましては、お見舞い申し上げます。

　熊本地震から少しずつ活気を見せ始めた頃に

熊本を襲った豪雨は本町でも多くの被害を与え

ました。家屋の床上・床下浸水、土砂の流入を

始め、土砂崩れによる道路の寸断や決壊、農地

も崩れ、各地域へ訪れると目を疑うような光景

が入りました。

　今後は、何も起きないことが一番ですが、

何が起きるか分かりません。季節も変わり目

ですのでくれぐれもお体には気をつけられて

ください。　　　　　　　　　　　　　　（椎木）

山都町の人口
〔平成 28年６月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，６８５人

８，２８７人

１５，９７２人

６，６４８戸

（　－８）

（　－２）

（－１０）

（　－４）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年６月の出生者数　 6人

※平成 28年６月の死亡者数　20人

佐
野 

八
重
子
さ
ん
（
川
口
）
作

高
田 　

眞
司

本
田　

 　

彰

兼
瀬　

 

哲
治

岩
村 

ヨ
シ
子

手
取　

 

教
子

橋
本　

 

恵
子

今
村　

 

芳
子

本
田　

 

七
郎

古
閑 

比
奈
子

菊
地　

 

幸
子

西
田 

え
い
子

村
上　

 

園
江

梅
田　

 

市
子

平
川　
　

 

竜

渡
邊　

 

民
生

高
田

眞
司彰

瀬

哲
治

村
ヨ
シ
子

取

教
子

橋

恵
子

村

芳
子

本

七
郎

古
閑
比
奈
子

菊
地

幸
子

え
い
子

村
上

園
江

市
子

平
川

竜

渡
邊

民
生

「
大
丈
夫
」　

気
持
ち
の
緩
み
が　

命
と
り

松
本　

拓
実
（
矢
部
高
校
）

大
丈
夫　

そ
の
思
い
込
み
が　

命
取
り

東　

華
奈
（
矢
部
高
校
）

わ
た
し
た
ち
の
人
権  

136

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う
・
・
第
21
回
「
５
・
２
３
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集
会
」

　

６
月
４
日
（
土
）、
矢
部
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
第
21
回
「
５
・
２
３
差
別
を
な
く
す
山
都
地

区
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
児
や
小

中
学
生
、
保
護
者
、
教
師
な
ど
、
約
６
０
０
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
集
会
は
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
い
じ
め
や
仲
間

は
ず
し
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
大
人

も
共
に
学
び
合
う
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、「
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
元
気
を
贈
ろ
う
！
世
界
中
の
い
じ
め
や

差
別
を
な
く
そ
う
！
」
と
い
う
想
い
を
込
め
、
矢

響
太
鼓
の
子
ど
も
た
ち
が
、
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
１
分
間
の
黙
祷
の
あ
と
、
同
和
保
育

園
の
園
児
・
先
生
が「
ど
ろ
ん
こ
と
た
い
よ
う
」「
あ

ん
た
が
た
ど
こ
さ
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
は
、「
解
放
子
ど
も
会
中
学
部
」

が
地
震
で
益
城
町
に
居
る
親
戚
の
お
じ
さ
ん
の
こ

と
を
家
族
で
心
配
し
た
こ
と
、
水
汲
み
や
給
水
で

役
場
に
行
っ
た
こ
と
等
、
あ
た
り
前
の
生
活
が
で

き
な
か
っ
た
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

蘇
陽
小
学
校
の
児
童
は
「
壁
画
」
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
、
家
族
や
自
分
の
頑
張
り
に
繋
げ
て
発
表

し
、
中
島
小
学
校
の
児
童
は
、
現
地
学
習
で
学
ん

だ
こ
と
青
年
団
員
か
ら
聞
き
取
り
を
通
じ
て
深
め

た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
集
会
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
・
意
見
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら

【
小
学
生
】

・
水
俣
病
は
、
チ
ッ
ソ
だ
け
が
悪
い
の
で
は
な
い
。

差
別
を
し
て
い
る
人
の
心
が
、
人
の
命
を
奪
っ

た
と
思
っ
た
。

・
壁
画
で
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
リ
ボ
ン
登
校

を
し
て
い
る
の
に
、「
そ
ん
な
の
、
は
め
ん
で

よ
か
」
と
言
っ
た
の
が
ダ
メ
で
し
た
。

・
同
和
保
育
園
が
な
く
な
れ
ば
差
別
が
な
く
な
る

と
言
っ
た
の
が
い
け
な
い
。

【
中
学
生
】

・
大
切
な
こ
と
が
学
べ
る
の
で
、
是
非
、
来
年
も

実
施
し
て
ほ
し
い
し
、
も
っ
と
沢
山
の
人
に
来

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

・
熊
本
地
震
が
あ
っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

で
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
が
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
気
持
ち
、
も
ど

か
し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
回
、
私
達
が
被

災
者
と
な
っ
て
、
多
く
の
苦
労
が
分
か
り
ま
し

た
。
部
落
差
別
と
重
な
る
こ
と
も
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
反
省
し
て
、
考
え
方

を
改
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
子
ど
も
が
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
リ
ボ
ン
を

付
け
た
り
、
勉
強
を
し
て
い
る
の
に
、
大
人
が

「
み
ぐ
る
し
い
」と
か
言
う
な
ら
、い
つ
ま
で
た
っ

て
も
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
20
代
】

・
私
自
身
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
差
別
を
な
く
す
一
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
学
び
、
考
え
、
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
大
人
に
な
り
、
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
立
場
と

し
て
、
後
悔
し
な
い
た
め
に
も
、
間
違
っ
て
い

る
こ
と
は
き
ち
ん
と
伝
え
る
。
見
て
み
ぬ
ふ
り

を
し
な
い
。
い
じ
め
を
許
さ
な
い
。
と
い
う
こ

と
を
、
日
頃
か
ら
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
差
別
に
反
対
す
る
強
い
気
持
ち
を
皆
が
持
っ
て

お
り
、
こ
の
子
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
差

別
の
な
い
世
界
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
希
望
を
抱
き
ま
し
た
。

【
30
代
】

・
純
粋
で
、
友
達
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
差
別

の
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
と
り
ま
く
社

会
の
せ
い
。
そ
れ
を
作
っ
て
い
る
大
人
の
せ
い

だ
と
思
う
。
大
人
が
し
っ
か
り
差
別
を
許
さ
な

い
心
を
持
っ
て
、
子
ど
も
が
育
っ
て
い
く
環
境

を
作
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

【
40
代
】

・
特
別
な
事
で
な
く
、
日
常
の
中
か
ら
自
分
の
頑

張
っ
た
こ
と
を
見
つ
け
る
。
自
己
肯
定
も
大
事

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

【
50
代
】

・
子
ど
も
た
ち
の
心
を
大
切
に
持
ち
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
人
の
務
め
で
も

あ
り
、
前
を
歩
く
大
人
の
姿
で
返
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
誇
れ
る
生
き
方
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
出
会
う
社
会
は
、

保
育
園
で
す
。
同
和
保
育
園
は
同
和
保
育
園
で

あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
問
題
提
起
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
幼
い
子

も
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
発

表
や
感
想
を
聞
い
て
、
山
都
町
全
体
へ
人
権
教

育
が
少
し
ず
つ
根
付
い
て
き
て
い
る
の
を
感
じ

ま
し
た
。

・
町
単
独
で
、
こ
の
集
会
を
続
け
て
き
た
こ
と
の

大
切
さ
と
意
味
を
、
大
人
が
考
え
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
60
代
】

・
ま
ず
は
自
分
か
ら
変
わ
り
、
差
別
を
な
く
し
た

い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
多
く
な
っ
て
い
る
希

望
の
見
え
る
集
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
こ
の
集
会
で
、
差
別
と
い
う
主
題
で
の
勉
強
・

学
習
で
人
を
育
て
て
欲
し
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

【
70
代
】

・
有
意
義
な
集
会
で
し
た
。
学
校
教
育
と
世
代
を

超
え
た
社
会
教
育
の
融
合
が
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
大
人
の
パ
ワ
ー
の
源
は
、
子
ど
も
た

ち
で
す
。

【
80
代
】

・
子
ど
も
た
ち
は
、
ち
ゃ
ん
と
学
ん
で
い
る
の
に
、

大
人
の
方
が
壊
し
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。

・
子
ど
も
さ
ん
達
の
元
気
な
人
権
発
表
を
聞
く
こ

と
で
、
人
生
で
何
時
で
も
幸
せ
の
道
を
踏
み
出

す
こ
と
の
で
き
る
大
事
な
時
間
を
も
ら
い
、
元

気
が
出
ま
す
。

「そんなまちを」をフィナーレで合唱する子どもたち
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【コメント】：もう7月になりました。早いものですが季節の移り替わる季節
を花で感じる事って素敵だと思います。この時期、待ちに待った私の大好き
な花、「アパガンサツ」の花も咲きだし季節を花で感じています。小さな事
ですが、笑顔になれる一歩として花も必要なアイテムではないでしょうか。

７月 ８月
13水 清和地区移動図書 １月 清和文楽講座／清和文楽館

14木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル ２火 子育てサロン／清和保健センター
清和文楽講座／清和文楽館

15金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑 ３水
歯科検診（2歳児）／清和保健センター
蘇陽地区移動図書
蘇陽地区青少年意見標語発表大会／蘇陽支所

16土
公設「山都塾」開塾式／千寿苑
浜の館祭／矢部高校前通り一帯
山都町女性の会（魅力アップ塾）／清和集落センター ４木 蘇陽地区移動図書

17日 矢部広域病院／☎ 72-1121
沢木順さんのＮＰＯ法人丸山ハイランド復興支援コンサート／ふれ愛館 ５金 蘇陽地区移動図書

18月 海の日 ６土 絵本カーニバル 2016 in 山都町／清和文楽邑

19火 　 ７日
高田整形外科クリニック／☎ 72-1007
第２回山都塾／中央公民館
絵本カーニバル 2016 in 山都町／清和文楽邑
七夕まつり／ニューグラウンド前広場

20水 矢部地区移動図書 ８月 絵本カーニバル 2016 in 山都町／清和文楽邑

21木
矢部地区移動図書
ベビーマッサージ・子育てサロン／蘇陽支所
法律相談日／千寿苑 ９火 清和地区移動図書

絵本カーニバル 2016 in 山都町／清和文楽邑

22金 矢部地区移動図書 10水
広報やまと発行日
清和地区移動図書
絵本カーニバル 2016 in 山都町／清和文楽邑

23土 矢部地区青少年健全育成推進大会／中央公民館 11木
山の日
ファミサポ講習会／千寿苑
絵本カーニバル 2016 in 山都町／清和文楽邑
フォトロゲイニング／向坂山～白岩山一帯

24日
瀬戸病院／☎ 75-0111
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター
新町地蔵祭り／新町通り商店街一帯 12金 　

25月 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）２期口座振替日 13土 　

26火 第 66回社会を明るくする運動推進大会／千寿苑
山都町人権を考える町民の集い／千寿苑 14日 坂本クリニック／☎ 72-0210

27水 夕涼み会／浜美荘
被災慰労アートコンサート／中島体育館・中尾児童館 15月 　

28木 小・中学校終業式 16火 子育てサロン／清和保健センター

29金 水泳記録会／矢部小 17水 矢部地区移動図書

30土 夏祭り／下市通り商店街一帯
2016馬見原モライアスロン／馬見原商店街一帯 18木 矢部地区移動図書

31日 そよう病院／☎ 83-1122 19金 矢部地区移動図書

山都町行事予定表
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